
令和２年 岡山県道路メンテナンス会議 

 

 

                  

 

【次第】 

 

＊挨拶 

 

＊議事 

１．道路管理者における修繕措置状況について 

１）防災・減災・国土強靱化のための５ヶ年加速化対策  資料 1-01      Ｐ１ 

３）道路施設の損傷マップについて           資料 1-02      Ｐ  

 

 

２．令和２年度の取組状況と令和３年度の取組予定（研修、講習会等） 

       資料 2         Ｐ１  
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岡山県内の判定区分Ⅲ・Ⅳ橋梁の位置図

高速道路：
一般国道：

措置未着手：
措置着手済：
措置完了済：

凡例

早期に対策を要する施設は2,456橋あり、これまでに1,003橋の修繕に着手済み

※全道路管理者（国、高速道路会社、地方公共団体）の管理する施設のうち、2014年度から2020年度までの点検において判定区分
Ⅲ・Ⅳと診断された施設を対象に速報値として記載（2020年度に点検した施設のうち、2021年2月末時点で判定区分が未定の施設
は記載していない。また、措置着手済・完了済には2021年3月末の見込みで記載している。）
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岡山県内の判定区分Ⅲ・Ⅳトンネルの位置図

高速道路：
一般国道：

措置未着手：
措置着手済：
措置完了済：

凡例

早期に対策を要する施設は129施設あり、これまでに107施設の修繕に着手済み

※全道路管理者（国、高速道路会社、地方公共団体）の管理する施設のうち、2014年度から2020年度までの点検において判定区分
Ⅲ・Ⅳと診断された施設を対象に速報値として記載（2020年度に点検した施設のうち、2021年2月末時点で判定区分が未定の施設
は記載していない。また、措置着手済・完了済には2021年3月末の見込みで記載している。）
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岡山県内の判定区分Ⅲ・Ⅳ道路附属物の位置図

高速道路：
一般国道：

措置未着手：
措置着手済：
措置完了済：

凡例

早期に対策を要する施設は168施設あり、これまでに110施設の修繕に着手済み

※全道路管理者（国、高速道路会社、地方公共団体）の管理する施設のうち、2014年度から2020年度までの点検において判定区分
Ⅲ・Ⅳと診断された施設を対象に速報値として記載（2020年度に点検した施設のうち、2021年2月末時点で判定区分が未定の施設
は記載していない。また、措置着手済・完了済には2021年3月末の見込みで記載している。）
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【機密性２】令和２年度 研修・講習会等の実施状況

・岡山県主催

資料2

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1 点検支援技術勉強会
国・地方自治体
コンサルタント

86人
Ｒ２．７．２８ 会場：津山市
Ｒ２．８．２４ 会場：岡山市
Ｒ２．９．１８ 会場：倉敷市

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1 橋梁保全に関する講習会
自治体職員
建設コンサルタント及び土木建設会社

－ ｺﾛﾅ禍により中止

2
道路構造物の点検と対策（基礎）講
座

自治体職員 － ｺﾛﾅ禍により中止

3 岡山県橋梁保全実践講座 自治体職員 42人

R2.10.27
会場：倉敷市
R2.10.28
会場：吉備中央町
R2.11.2
会場：岡山市

4 道路メンテナンスミーティング 自治体職員 23人 R3.2.8

■研修・講習会の実施状況

・メンテナンス会議主催
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【機密性２】

• 点検方法の効率化を図る目的で、新技術活用による点検支援技術の勉強会を開催。
• 勉強会は、津山、岡山、倉敷の３会場で実施し、技術者自ら橋梁点検技術向上を図るとと

もに、支援技術がどんな技術で何がどこまでできて、精度がどれくらい確保できるかなど、
ディスカッションを行った。

津山会場 ７月２８日 今津屋橋 ドローンを使用 ３１人参加

岡山会場 ８月２４日 泉田高架橋 点検ロボットを使用 ２５人参加

倉敷会場 ９月１８日 船穂高架橋 ドローンを使用 ３０人参加

（津山会場で使用した技術） （岡山会場で使用した技術） （倉敷会場で使用した技術）

令和２年度 点検支援技術勉強会の状況

主な意見
• ドローンが、構造物にどれくらい接近

でき、飛行時間はどのくらいか。
• ドローン技術でひびわれ幅や延長はど

のように確認するか。
• ドローンで撮影した画像から損傷の判

定ができるソフトなどはあるのか。
• ロボットカメラで構造物のすべてを網

羅した撮影はできるか。
• ロボットカメラでコンクリートのうき

や剥離の調査は可能か。

津山会場 岡山会場 倉敷会場
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【機密性２】令和２年度職員の技術力向上に関する取組状況

開催日：R2.10.27 会場：倉敷市【参加者：市町村12人】
：R2.10.28 会場：吉備中央町【参加者：県1人、市町村14人】
：R2.11.2 会場：岡山市【参加者：県1人、市町村14人】

○目的

自治体職員を対象に、小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実践的な講座を開催し、技術力向上を図るもの。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で実際の施設を見ながら点検のポイント等について研修を行う。
→直営点検の実施及び点検業者に対し監督する立場となる自治体職員の技術力向上に寄与

○実習内容

○実施日・参加者

・現地での点検作業から点検後のシステム入力作業まで実務の流れを経験することができた。
・橋梁の種別ごとの着目点や損傷原因などの説明を聞くことができ、有意義な研修だった。

○受講者からの意見・感想

■岡山県橋梁保全実践講座
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【機密性２】令和２年度職員の技術力向上に関する取組状況

■道路メンテナンスミーティング

開催日：R3.2.8 会場：岡山県建設技術センター【参加者：23市町村23人】
主催：岡山県

○目的

自治体職員を対象に、橋梁等の道路施設のメンテナンスを行っていく中で苦慮している事案等について、各市町村の担当職員が意見を出し合いなが
ら方向性等の検討を行うことにより道路メンテナンスに関する技術力の向上を図るもの。

事前に市町村から提出された相談事項等について、意見交換や県からの情報提供を行う。

○実習内容

○実施日・参加者

○状況写真

・他市町村との意見交換を行うことで、問題解決の糸口を見出すことができ、大変参考になった。
・県や各市町村の現状などを聞けて良かった。橋梁点検を直営で行うことで、経費削減も見込めるので、今後は行っていきたい。

○参加者からの意見・感想
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【機密性２】令和３年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等

■研修・講習会の実施計画

●定期点検要領の見直しに伴う、勉強会、講習会等

講習会名 対象者 研修期間 研修目的

1
点検支援技術勉強会
（仮）

道路管理者担当職員 令和３年度
点検支援技術による点検の実施状況視察や従来技術の違
いなどの説明により、点検支援技術の知識の取得ととも
に情報の共有化を図る。

■研修・講習会の情報提供

●中国地方整備局主催の講習会、研修等の情報提供を行う。
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【機密性２】令和３年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等（岡山県）

■研修・講習会の実施計画

研修名 対象者 参加人数 研修期間 研修目的 カリキュラムの概要

1
橋梁保全に関
する講習会

自治体職員、建設コ
ンサルタント及び土木
建設会社

50人
(予定）

Ｒ3.6月頃

２日

橋梁を対象に点検や予防保全
のための知識を習得する。

・点検のポイント、点検記録の方法、
マニュアルの解説

・現地にて、点検マニュアルに沿っ
た損傷区分を判定し、点検結果を
持ち寄り、グループワークを実施

2
道路構造物の
点検と対策（基
礎）講座

自治体職員
40人
（予定）

R3.6月頃

１日

道路構造物を対象に点検や予
防保全のための知識を習得す
る。

・座学による道路構造物（トンネル
や大型カルバートなどの道路附属
物）の点検業務に関する講習

3
岡山県橋梁保
全実践講座

自治体職員
30人
(予定)

R3.10月頃

３日

小規模な橋梁を中心に、直営点
検の実施に資する現場実習を
核とした実践的な講座を開催す
ることにより技術力の向上を図
る。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で
実際の施設を見ながら点検のポイ
ント等について研修を行う

4
道路メンテナン
スミーティング

自治体職員
40人
(予定)

R4.2月頃

１日

橋梁等の道路施設のメンテナン
スを行っていく中で、苦慮してい
る事案等について、県・各市町
村の担当職員が意見を出し合
いながら方向性等の検討を行う
ことにより道路メンテナンスに関
する技術力の向上を図る。

・事前に市町村から提出された相談
事項及び県提案事項について、意
見交換や県からの情報提供を行う
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